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磁場電場分離MT法を用いた比抵抗構造解析の特性

Characteristics of conductivity structures obtained by using EM separated MT soundings
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G P Sクロックの普及により、電場と磁場を異なる地点で取得し、これにM T法を適用して地下比抵抗構造がもと
められるようになってきた。電場と磁場を分ける最大のメリットは、測定装置の軽量小型化、小電力化にある。
これによって従来より多点でのM T観測が期待されるが、磁場も空間的に均質でなく、その影響が地下構造解析の
際に深刻かどうかをみつもることは重要である。そこで本研究では、数値実験によって、磁場の不均質さが磁場
電場分離型M T法に及ぼす影響をみつもった。結果として、磁場観測点の表層付近に低比抵抗体が分布している場
合は、得られる地下構造は大きくゆがむことがわかった。

G P Sクロックの普及により、電場と磁場を異なる地点で取得し、これにM T法を適用して地下比抵抗構造がもと
められるという、いわゆる”磁場電場分離型M T法”が近年おこなわれるようになってきた。1 9 9 9年度電磁気合同
観測においても、千屋断層周辺で、従来の電場磁場5成分を記録するM T測定装置以外に、電場のみの測定が可能
な装置（MTU2E）が９観測点で使用されている。電場と磁場を分ける最大のメリットは、測定装置の軽量小型化、
小電力化にある。これによって従来より多点でのM T観測が期待される。しかしながら、電場ほどではないとはい
え、磁場も空間的に均質でなく、その影響が地下構造解析の際に深刻かどうかをみつもることは重要である。そ
こで本研究では、数値実験によって、磁場の不均質さが磁場電場分離型M T法に及ぼす影響をみつもった。具体的
には、ある２次元的な地下構造を考え、走向方向の電場とそれに直行する磁場の分布を計算する。そして、ある1
地点の磁場と1 2地点の電場から、1 2地点でのT EモードのM T応答関数を計算する。この応答関数をもとに、2次元
i n v e r s i o nをおこなって地下構造をもとめ、これが真の構造からどの程度ずれるかを見積もった。これらの数値実
験により、磁場観測点の表層付近に低比抵抗体が分布している場合は、得られる地下構造は大きくゆがむことが
わかった。従来からいわれるように、低抵抗体を流れる誘導電流による２次磁場の影響により、低比抵抗体上の
磁場はゆがめられる。この影響が地下構造のゆがみを生んでいると思われる。一方、低比抵抗体が地下深部に埋
没している場合は、得られる地下構造は真のものに近いことも分かった。この場合は、低比抵抗体が地表からは
なれているため、地表では磁場の空間的な不均質が小さいためであると考えられる。しかし、いずれの場合にお
いても、電場と磁場を別々に測った場合のデータについても２次元i n v e r s i o nを行えるようなコードを開発するこ
とが必要である。また低比抵抗体が磁場電場分離型M T法に与える影響についてより定量化する予定である。さら
に、地下構造が２次元的な場合は地表での磁場が空間的に均質と考えられるT Mモードについても、磁場の不均質
さが電場磁場分離型M T法に及ぼす影響をみつもった。ここでは、走向方向に有限な長さを持つ２次元構造の周辺
に１次元構造を考えた、簡単な3次元比抵抗モデルをもちいた。このモデルでえられる電場・磁場の計算値から、
前述のT Eモードの場合と同様に、 T MモードのM T応答関数を作り、2次元i n v e r s i o nを行った。結果としては、T E
モードに比べると、T Mモードによって解析される地下構造は真の地下構造に近いことが分かった。今後、さらに
複雑な３次元構造上でも、このような性質がなりたつのかどうか調べる予定である。また、今回の数値実験によ
って得た結果と、前述の千屋断層周辺での観測結果との比較も試みる。


